
 

 

  

2024 年９月 昭和鯱城会会報 115 号 

荒畑花壇の育成 

ボランティア委員長 片岡 晴彦 

昭和鯱城会の荒畑花壇には、毎年春の花と秋の花を植えて道行く人に楽しんでもらっ

ています。 

今年の秋の花は６月 19日にニチニチソウを 72苗植えました。 

７月初めにピンクと白の花が少しずつ咲き始め、月末には満開になりました。11月ま

で毎日咲いてくれることでしょう。 
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行事レポート 

名古屋地方裁判所見学 

32期 (健康Ｂ) 吹上 伏屋 満 
                                

５月 16日（木）、行事委員会主催の名古屋地方裁判所見学に参加しました。お堅い内容

にも関わらず参加者 19名と多数で、意外に多いと思いました。 

裁判所とは日頃テレビでは見かけるが、当事者とし

ては関わりたくないし、法学に無関係な人生を過ごし

てきた私はあまり知らない世界です。こうした機会で

もないと立ち入ることはなかったでしょう。 

玄関では早速スマホでの撮影をたしなめられ、まず

持ち物検査。空港と同じですね。ベルトまで外し、こ

れは厳しいぞ！ 

まず、一番大きい第二法廷に導かれ、自分の子供よ

り若い広報の方から説明を聞きました。報道取材の多

かった「いただき女子」とか「くら寿司」とかの裁判が行われた場所だそうです。裁判員

制度などの裁判制度の説明のみならず、闇バイトとか、重大犯罪クイズ（日本で 1番重い

刑罰な―んだ？）とか。分かりやすい説明で、我々認知症予備軍でも興味深く聞くことが

できました。最後に、廷内での撮影を許され、会員各自が裁判官などの席に陣取り記念撮

影をしました。 

次いで、各自自由に所内の法廷の傍聴に行きました。地方裁判所と高等裁判所のそれぞ

れ刑事・民事裁判が行われており、ちょっと驚いたのですが、撮影や録音さえしなければ、

どれでも自由に入って良いとのことです。そうは言っても、お咎めがないか恐る恐るで、

のぞき窓から見て、空席を探し、そーっと入りました。

中はテレビで見る情景と同じで、右図のように人員が配

されていました（裁判官は１人でしたが）。しかし、展開

される話は作り話ではなく、重い、他人に聞かれたくな

い事実です。原告又は検察に対する被告、又は弁護人の

やり取りを裁判官が法律に基づき判断する、そんな場面

を見聞きして良いのか、不思議な感覚でした。しかし、

これが法の下で平等に暮せる法治国家のシステムなのだ

と納得しながら退所しました。 

帰りには官庁街の地下食堂で、厳粛な気持ちでラーメ

ンをすすり、家路につきました。 

 
名古屋高地裁合同庁舎(HPより) 

 

 

 
廷内の様子（刑事事件の場合） 

 
第二法廷で「なり切る」各参加者 
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行事レポート 

ブラザーミュージアム見学 

32期 (健康Ｂ) 吹上 伏屋 満 
                                 

６月 13 日（木）、会員 19 名にて、ブラザー工業のブラザ

ーミュージアムを訪ねた。堀田駅から皆でぞろぞろ北に向か

うとすぐにあり、私の愛用するカインズホーム堀田店の南で

あった。英語のこじんまりした看板とスマートな建屋がそれ

とは、今まで全く気が付かなかった。ちなみにこの建屋は上

から見るとミシン型だそうだが、それは前を通っても分から

ない。 

さて、中に入ると、担当者

から会社の変遷や製品の歴史のレクチャーを受けたのち、

館内の見学に移った。ここでも、丁寧な説明を受けられた

が、個人での観覧ではそうした対応がないようで、愛想の

ないものになるところであった。 

ブラザーと言えば何と言ってもミシンメーカーであり、

且つ地元のかつては無借金優良企業の印象があり、近年は

プリンター等を製造する名古屋の誇るモノ創り企業である。

そしてこのミュージアムの特徴はミシンに関する展示にあった。 

展示場は 3 つに分かれ、まず ミシンの歴史的なコレク

ションや関連技術と刺しゅう作品を展示する「ミシンゾー

ン」がある。ここでは、世界の 70 台のミシン展示が壮観

であった。 

次いで、ブラザーの編

機から始まり、家電、タ

イプライター、プリンタ

ー等の情報通信機器や産

業機器などの「ヒストリ

ーゾーン」。現物と、パ

ネル等で説明を受けた。 

最後は新事業、新製

品を幅広く紹介した

「プロダクトゾーン」。プリンターを主力に、新製品・新

事業の紹介をしているが、時間があれば刺しゅうやラベ

ル作り等も体験できるとのこと。しかし、行事の後を楽

しみにして

いる会員も

いるため、

撮影後解散

となった。 

 

 

 

 
70台のミシン展示 

 
エントランス 

 
変遷の紹介 

 
コミュニケーション 

ホールでの説明 

 
歴史的遺産のミシンの展示 

 
プリンター等展示 

 
エントランスにて 

 
新製品・新事業の紹介 
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行事レポート 

プラネタリウム見学  

３７期 （地域 A） 川原 上野 悟  

                                                                   
私事ですみませんが、現役の若き時代に宇宙開発事業団(現在の JAXA)の仕事で、長崎

県大船の造船所と秋田県田代岳にてロケットエンジンの燃焼試験基地の建設にかかわって

おり、宇宙のことへの関心が特にありました。 

おりしも、プラネタリウム見学の１日前の７月１日に (Ｈ３ロケット だいち４号) の

打ち上げの成功のニュースと映像を見ました。素晴らしかったですね。  

久々のプラネタリウムの見学ですが、待ち

時間の間に科学館内の４、５階で、生命ラ

ボ、エネルギーラボ、人体の不思議ラボなど

の説明を見ているうちにのめり込み、プラネ

タリウムの見学時間が過ぎてしまって入れ

ず、当日の午後２時からの時間に変更しても

らいました。 

 当日のプラネタリウムの議題は、太陽と宇

宙と名古屋天体上の７月の星座とエネルギー

などであり、４階５階で各ラボの説明を前も

って調べていたので、宇宙と地球と人類の生

存の関連性がややわかりやすく理解できまし

た。また、未知への宇宙に挑戦する人類の永

久存命の為のロケットの探査打ち上げは、今

後も期待されますね。 

 久しぶりのプラネタリウムは分かりやすい

解説を聞きながら、現在の天体の技術にて北

極星を目安に理解のできる目視星座の解説で

したね。 

この機会を作っていただき宇宙のロマン

が、再び頭に浮かびました。 

鯱城会の先輩諸氏ありがとうございます。 

 

 
プラネタリウム内(上映中の撮影は不可） 

 

 
実験(竜巻ラボ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投影例(名古屋市科学館見学ガイドより) 

 
集合写真(著者は写っていません) 

 
投影例(名古屋市科学館見学ガイドより) 
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鯱城会活動 

38期(2年生)の皆さんと地域ミーティングを実施 

33期 (生活Ａ) 川原 山田 浩 
                                 

昭和鯱城会では会長以下６名が、６月 14日(金)昭和区社会福祉協議会において、来年 

鯱城学園を卒業予定で昭和区在住の鯱城学園 38期生 10名の方とともに、車いす体験を 

中心とした地域ミーティングを実施しました。 

はじめに、鯱城学園の松浦和彦学務主任、昭和区社会福祉協議会の不破正弘事務局長か

らご挨拶をいただいた後、社協の五百田裕介

主事から地域福祉の現状などについて説明が

ありました。 

 実際の車いす体験では、自らも身体に障害

をお持ちの講師、森美親氏から、特に安全に

配慮した車いす操作要領の講義と、実際に二

人一組で車いすを動かし、ドアの開閉、方向

変換トイレの出入りなどの操作体験をするこ

とができましたが、今まで経験したことがな

いような説得力のあるお話でした。 

 「急な下り坂を通る場合、介助者は前向きよりも車いすを支えな

がら、むしろ後ろ向きになって下った方がより安全」などといった

具体的な操作要領についても説明がありました。 

 私自身、過去に無理な登山の疲れから、左足が全く動かなくなっ

たことがあり、松葉づえはもちろ

ん、妻に押してもらって車いすの

世話にならざるをえなかったこと

があり、当時のことが脳裏をよぎ

りました。 

 若い時には全く考えもしなかっ

たし、後期高齢者となった今日、

ピンピンコロリンと天寿を全うできればいいのですが、

私や妻、そして家族の誰かが歩けなくなった時のことを

考えると、大変貴重なお話を聞くことができました。 

 

 

 
二人一組の操車体験 

 

 
講師の説明 

トイレの出入り体験 

 

 

 

 

 

 

 

 
高島会長挨拶 

 

 

 
ドアの開閉体験 

 

 

 
隘路での自走体験 
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会員の広場 

家庭菜園だより 

32期 (地域Ａ) 松栄 水野 晃 

  

 我が家庭菜園は、少し面積が増えてますます、手がかか

ります。 

しかし、毎回お伝えしているように手を加えれば必ず作

物は期待に応えてくれます。 

このことは、私にとって色々な示唆を与えてくれます。 

作物の出来具合は、写真のとおりです。 

形はよくないかもしれませんが味は？自慢できます。ナ

スは、ナスらしく。キュウリはキュウリらしく。（えぐ

い）といえばそれまでですが、実は作物自身が持っている

個性ではないでしょうか？作物を渡している方、特に年配

の方には「おいしーい。」「昔の味がします。」と言われます。 

一説によりますと、化学肥料と農薬の使用により、作物が本来持っている味・性質が損

なわれているようです。私の、支持する説です。 

現在は、ナス・ピーマン・インゲンの収穫です。落花生の黄色

い花が受精すると先端が土に潜り実が膨らみます。作物それぞれ

に生きる術を持っています、サツマイモはつるがぐんぐん伸びて

います、サツマイモは肥料を必要としません。そんなことを知ら

ずに肥料を与えて育てていた時は、掘ると私が名付けて（サツマ

ヒモ）しか取れずに苦労しました。 

人参もしかり、陽光性作物のために種

をまいてうっすらと土をかけて芽が出る

のを待ちます。もみ殻などをまいていま

すが芽が出るのはまだ・まだと目をこら

して観察しています。 

しかし、やっと出た芽を、今度は間引

きです!!それも成長と共に何度も間引きしなければなりません。

スーパーでの販売価格を見ると、何だこの価格は!!作れば作るほ

ど出費がかさみ、体もきついですが、頭の体操と思い、ユーチュ

ーブ動画を参考にして頑張っていきます。 

  

 
ピーマン 

 
スイカ 

 
収穫したジャガイモ 

 
なす＆きゅうり 

 
そら豆 

 
なす 

 
ピーマン＆インゲン 

 
落花生の花 
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会員の広場 

博物館を楽しむ フィリピン マニラ 

31 期 (地域Ａ) 松栄 細野 博行 
                                
御器所学区の大野俊介さんは中学高校の先輩で、製造会社の技術者

としてフィリピンでエンジニアの指導に５年間以上滞在した。 

いまも日本に派遣されてくるエンジニアの世話をしている。大野さ

んが案内をしてくれるので安心して２月下旬に友人の大石と訪れた。 

フィリピンの人口は１億 1000 万人で世界では日本に次ぐ 12 位だ。 

首都のマニラは人口 1300 万人の大都市である。島国で７千を超え

る島がある。観光地としてセブ島がトロピカルビーチのリゾートとし

て有名だ。中部国際空港発フライトは４時間遅れでマニラ空港には午

前４時過ぎの到着。深夜にかかわらず大野さんとエディさんが出迎え

てくれた。深夜だが人混みがあり路線バスが通常に発着しているのは

驚きだ。マカティ市のホテルにて仮眠してから新興商業地のボニファ

シオ地区にゆきマインド・ミュージアムに入館する。宇宙や地球、テ

グノロジーがテーマの科学博物館だ。午後はアヤラ・センターのグリーンベルトビル群に

行く。池や魚と熱帯樹が茂る公園を取り囲むショッピングセンターでありミュージアムも

ある。アヤラ博物館の規模は大きく狩猟時代から独立までの歴史場面を立体模型で表現す

る 60 のブースがあった。夕食は我々３人と大野さんが世話

をしたエンジニアの７人の 10 人でビュッフェへ。飲み食べ

放題で寿司中華ビーフにデザートと百種類以上の料理が並

ぶ。楽しい時間を過ごしたあとにジープニーに乗り込みホ

テルに戻った。 

２日目は避暑地であるタガイタイに向かう。マニラから

60km の南にあり展望台からはタール湖と湖中にあるタール

火山の絶景が見下ろせる。この地は果物の宝庫で道路沿い

にカラフルな店が並ぶ。ココナッツ、ドリアン、マンゴ、

ジャンクフルーツと色も形もとりどりだ。夕食はリトル東

京にある居酒屋に入った。 

３日目は大統領官邸であるマラカニャン宮殿を訪れる。 

ここは 1986 年にマルコス大統領が追放されたところだ。いま時代は変わり 2022 年の大

統領選で当選したマルコス・ジュニアの官邸である。宮殿博物館は専門ガイドから歴代大

統領の功績など解説がある。そのあとマッカーサー将軍が滞在したマニラホテルを訪れた。

ホテルの北側はスペイン人が統治の拠点とした城塞都市イントラムロスとなる。ここにあ

るサンチャゴ要塞はスペイン統治の戦略上最も重要な場所だった。第２次世界大戦で破壊

されたが石畳や石造擁壁、地下牢が残され悲惨な戦争を伝えている。マニラ大聖堂も戦争

後に再建された最も重要な教会でパイプオルガンはアジア最大といわれる。サン・オウガ

スチン教会は石造造りで世界遺産に登録されており、博物館は僧院内にあり展示は宗教画、

祭礼服、聖遺物など数多い。見学後はホテルに戻り歩いてレストランにゆく。今宵の食事

が最後となるのでフィリピン料理の名店に連れていってもらう。豚の丸焼き風・牛のピー

ナッツスープなど美味しく、野菜が多く味付けは辛くもなく甘くもない。気候は乾季で気

温 30 度以上だが蒸し暑さもなく、冷たいサンミゲル・ビールには最適だ。 

滞在中は大野さんとエディさんに世話になり大いに感謝します。 

タガイタイのタール湖 

 

アヤラ博物館 
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編 集 後 記 
 

115 号は、新会員も加わり 2024 年前半の活発な活動の報告と、会員からいただいた投稿を掲

載しました。今後も昭和鯱城会への積極的な参加とともに、様々な投稿もお願いします。 

114号 4頁、会員の広場「冬の我が家庭菜園」作者水野さんの学区は広路でなく、松栄でした。

ここに間違いをお詫びします。 

昭和鯱城会 「昭和こじょう会便り」 2024年９月 115号 

発行責任者  髙島 善行 

広報委員長  伏屋 満     副委員長  中村 誠司   

広 報 委 員  杉江 惠理子、川瀬 月江、桐山 宏之 

表 紙 写 真  「ゆめ緑道ごきそ」荒畑花壇 (2024年 7月 29日撮影) 

    

      名古屋市高年大学鯱城学園・昭和鯱城会共同発行 

 

今年も昭和鯱城会会員の皆様の力作が、下記要領にて展示されま

す。皆様お誘い合わせの上、是非御来場ください。

開催期間 ： 令和 ６ 年 １ ０ 月 ８ 日 (火 ） ～ １ ０ 日 （ 木 ）

開催時間 ： 初 日 １０月 ８日（火） １３：３０ ～ １６：００
２日目 １０月 ９日（水） 1０：００ ～ １６；００
最終日 １０月10日（木） １０：００ ～１５：００

会 場 ： 名古屋市市政資料館 ３ 階 第３・４・５ 一般展示室

（地下鉄名城線 名古屋城駅２番出口より東へ徒歩８分）
・作品搬入日 ： １０月８日（火） ９：００～１１：００
・作品搬出日 ： １０月１０日（木） １５：００～１６：００

展示作品 ： 絵画、書、短歌、写真、陶芸、工芸、他

記

展示室内には休憩処を
設けています。ご鑑賞後、
お茶などを飲みながらご
感想をいただけましたら
ありがたく思います。


